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第45回

資源をめぐる葛藤と協働
2006 年 10 月 28 日

人間にとって資源とは、テリトリーとは何だろうか。他の生物と人間との間に、どれほどの違いまた

は共通性があるのだろうか。今回は民族自然誌研究会 10 周年ということで、6名の講演者と 2名のコ

メンテーターを招き、記念シンポジウムとしての開催となった。まず西田隆義氏（京都大学）は、「昆

虫における配偶をめぐる雌雄の対立と協調」として、熱帯産カメムシの配偶行動が雄どうし、さらには

雌雄間の利害関係から合理的に理解できることを示した。資源といえば食糧獲得行動をまず連想するが、

生物にとって配偶相手は重要な資源であり、生殖は生物個体間の葛藤を生み出す。続いて山極寿一氏（京

都大学）「霊長類の資源をめぐる競合と社会性の進化」では、社会生態モデルにもとづいてさまざまな

霊長類を比較し、採食行動、捕食圧、群れサイズや群れ間関係、遊動域、社会性などの諸関係につい

て包括的に議論した後、人間に見られる平等主義的な規範は際だった特徴である（「人間の社会性の不思

議」）と最後に指摘し、人間の考察への導入を行った。

人間とその他の霊長類の最大の違いは言語というコミュニケーションの手段を持つことだろう。言語

を持つという条件の違いが、葛藤と協働をめぐる利得構造にどのような制約を与えるのだろうか。巖佐

庸氏（九州大学）「評判をもとに人々を協力に導く」は、進化ゲーム理論の数学モデルを使った解析か

ら、人々がうわさを通じて他人をラベリングするという条件があれば、協力的にふるまうことが有利に

なりやすいことを示した。初期の社会生物学は人間と生物社会の共通性を強調する傾向にあったが、近

年、人間と動物の境界は意外に大きなものであることが示唆されている、と巖佐氏は指摘する。

後半の報告は、人類学の側からのものである。池谷和信氏（国立民族学博物館）「狩猟採集民のテリト

リーとコンフリクト」では、歴史的な視点を持つことの重要性を強調しつつ、熱帯から北方まで、多様

な資源利用パターンを持つ狩猟採集民のテリトリーの形成について概観した。狩猟採集民のテリトリー

性は、国家を含む周囲の集団との関係に依存する。人類史的な視点からテリトリー行動を見ていく必要

性があらためて確認された。次に報告者（佐藤）は、「小規模生業社会における戦いの要因と帰結」と

して、エチオピアの事例を中心としつつ、小さな社会の戦いの多くは略奪そのものを目的にしたもので

はなく「協力の失敗」によるジレンマであると指摘した。報告者が論じたものは主に狩猟採集社会や焼

畑社会の戦いにあてはまるもので、略奪のための戦いを好む牧畜民の社会は別の見方が必要かもしれな

い。福井勝義氏（京都大学）「葛藤から協働へ――牧畜民の持続的生存戦略」はこうした略奪やテリトリー

拡大のための戦いを繰り返すエチオピア・スーダンの牧畜民の歴史を丹念にたどり、彼らにとって戦い

は生きることそのものではないか、という問いかけを行った。

コメンテーターの加藤真氏（京都大学）は、主に西田氏の報告に対する補足として、昆虫社会におけ
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る協働の事例を示し、高畑由起夫氏（関西学院大学）はチンパンジーやワオキツネザルのデータを提示

しながら、6人の講演者に対する全体コメントをして総合討論への導入を行った。討論は市川光雄氏（京

都大学）を座長とし、幅広い問題に関して議論の応酬があった。とくに発言が多かったのは、人間の葛

藤と協働が生物のそれとなぜ・どのように違うのか、人間は本質的に戦いが好きな動物なのか、という

問題に関するものである。言及された内容はさまざまだが、生物学者・人類学者いずれの側からも、人

間行動の性質は生物全般のそれと大きく異なるという見解がやはり多数を占めた。人間にとって集団の

ウチとソトは何かという疑問など、提起されたが答えの出ない問題も残ったが、今後の課題を浮き彫り

にすることができ、多くの収穫が得られた 1日だった。

佐藤廉也（九州大学大学院比較社会文化研究院）


